
サービス利用者が感じる体感の変化を障害の予兆と捉え、
システム運用者がプロアクティブに対処していくことで

重大障害を未然に防止します。

初動対応
CPUやメモリ、ディスクI/Oの異常、データベースや外部システムの応答遅
延などから発生するサービス利用者が感じるレスポンスの変化を監視、普段
との乖離を予兆と捉え、影響が広がる前に初動対応に着手できます。

影響調査
複雑に連携するアプリケーションや外部システム連携、マルチ/ハイブリッド
クラウド環境など、システム全体を俯瞰し、どのアプリケーションで、どの業
務処理で、問題が起こっているか即時に把握できます。

原因調査
プログラム内部を可視化し、コード単位での処理時間やSQL実行内容、イン
フラリソース状況まで、事象発生時の情報を記録、数クリックで原因箇所を
特定できます。

障害対応 障害が拡大する前にシステム運用者がプロアクティブに復旧作業にあたる
ことで、ビジネスインパクトになる重大障害の未然防止に役立ちます。

サービス利用者からの
問い合わせで障害を認識

過度な閾値監視による
アラートストーム対応に疲弊

気づいたときには
サービス停止の重大障害

予兆検知による重大障害の未然防止予兆検知による重大障害の未然防止
オンラインサービスを
提供するうえでの課題
オンラインサービスを
提供するうえでの課題

AppDynamicsが解決します！



実線が実績値

点線が自動ベースライン

アプリケーションが処
理するトランザクション
を自動識別し、影響を
受けている業務をヘル
ス状態として可視化。
トランザクション名に日
本語名を設定すること
で視認性も向上。

自動ベースラインによる予兆検知でシステムの変化を見逃さない

システム全体から影響箇所を把握 ビジネストランザクションごとに影響を把握

発生した事象をもれなく記録 コードレベルで原因箇所を特定

AppDynamicsは、機械学習により自動でベース
ラインを調整します。
日次、週次、月次、カスタム期間でレスポンスタイム
の「正常時」を計測、ベースラインからの乖離を処
理ごとに捕捉し、Normal/Slow/Very Slowと自動
分類し、アラートを発報。
レスポンスタイム以外にも、CPUやメモリ、ネットワ
ーク、ディスクI/Oなど検知できるメトリックをすべ
てベースラインとして利用可能。

Agentを導入するだけで、複雑な構成のアプリケーションでも全
体的な監視が可能。赤やオレンジで問題が発生している箇所、冗
長化されたノードの障害も容易に特定。

問題箇所をコードレベルで特定可能。事象発生時のSQLや外部
リクエスト先、インフラリソースまで一気通貫で確認、原因切り分
けを支援。

遅いトランザクションをス
ナップショットとして詳細に
記録。
再現テストをせず、発生事
象を確認可能。

本カタログ掲載商品・サービスの詳細情報
www.hitachi-solutions.co.jp/appdynamics/
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